
 歯の健康部会  

今年度の取組み 

■学童期におけるう蝕(むし歯)及び歯周疾患対策の推進 

①学童期歯科疾患対策モデル事業の推進 

②小学校でのフッ化物洗口事業の推進 

■青年期・壮年期の歯周疾患対策の推進 

①商工会議所主催健康診断を活用した普及啓発活動  

②「糖尿病連携手帳」を活用した普及啓発活動 

③歯間部清掃具に関する普及啓発活動       

④妊婦への普及啓発活動 

取り組み進捗状況 

■集団生活での歯の健康管理指導 

①学童期歯科疾患対策モデル事業の推進 

 市内小学校においてモデル校を選定し、フッ化物洗口及び歯科健康教育を実施予定。 

②小学校でのフッ化物洗口事業の推進 

学校関係者を対象に、歯科疾患予防対策に関する講習会を開催し、その中でフッ化物 

洗口に関する知識の普及を図る予定。 

■青年期、壮年期の歯周疾患対策の推進 

①商工会議所主催健康診断を活用した普及啓発活動 

 小牧商工会議所会員事業所の事業主及び従業員を対象に実施する定期健康診断を活 

用し、歯周疾患に関する普及啓発活動を実施予定。 

②「糖尿病連携手帳」を活用した普及啓発活動 

糖尿病重症化予防対策の１つとして、市内医療機関及び歯科医療機関に対して糖尿病 

連携手帳を配布し、医療機関連携を開始。これに伴い、市内関係機関に対し、ポスタ

ー掲示を依頼し、市民に対し、手帳活用に向けた普及啓発活動を行った。 

③歯間部清掃具に関する普及啓発活動 

歯周病予防について市民に広く効果的に周知することができるよう、関係機関におい 

て調整中。 

④妊婦への普及啓発活動 

市内関係機関・市内産婦人科・協力店舗においてポスター掲示及びチラシを配布。今

後、産婦人科及び歯科医療機関、その他関係機関における低体重児出産対策の連携

を進めていくことができるよう、検討予定。 

ご意見・ご教示いただきたい内容 

１）寝たきり等の状態になり、かかりつけ歯科がなく治療が困難な場合があります。この予

防策として、60代・70代の方に対し、歯科疾患予防や口腔機能向上に関する知識の普及

を図ることができるような場面がないか、ご意見いただければ幸いです。 

 

 

■:健康こまきいきいきプランにおける周囲の支援の具体的施策 


